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横浜から後退レ経営の主力を小作米収納と醸造業にお 

いていくことを明らかにする。- 
; 「武厗代决郎の場合_»では，幕末力、 明治初年にか 

けて代次郎家が小野組から多量の資金供給を受け糸を 

買い集めて小呀席に売り渡す買維商の性格，林善左衞 

「■1象とは商人間の取引，.清水家に対しては商人資本と 

しての生產者支配の関係をもちながら自ら也產者性格 

を強め，明治7年の小野組の破産による借金の返済を 

しながら主として，族 9 名による器械製参工場中山社 

、を明治8年 6 月に開業するに至る過程が_ 理され，rV 
岡谷製糸業の展開j に引継がれるのである。

以上の個別的調査報告に対し，佐々木潤之介氏が 

「ひとつの総括」を与えている。そこでの視点は「調(訪 

製糸家の展開をく豪農〉の形成•発展の過程として 

把え」（679頁）ようとするものである，「識訪の製糸家 

は，一般的な筋道として，その生産者的性格を堅持し 

つつ成長したという意味で，く豪農〉発展の1 つの典型 

的な例であるといえるンそこで謝訪製糸業を素材とし 

てP 考察は，そのような典型的な側面をもったく豪農〉 

が，その発展の過程におV、て，何故右のような特徴を 

帯びざるをえなかったのかを具体的に追求することに 

なろう。J (680頁）といい，その視点に立って，武居孝 

次郎• 代次郎家，林善左衞門•源次郎家の同族的関速 

の強さに注目しながら，「それぞれを，別 の々個別的 

経営体として把握することは到底出来ないもの」 (695 
J O と考え，rこれらの経営を1つの結合体として考え 

るとすれば, それはやはりく豪農〉として把握されう 

るものであろうj (同頁) という。このような把握は矢 

木氏の理解• 方法論と大きく異なる。キ木f tは問屋， 

仲貝上層，一般仲買，貨労働者という営業諸階層の存 

在形態を换出し，これらが問屋と小経営渚といった関 

係における小経営の分解により発生したものとする-。

(*■丨丨本近代製糸業の成立j l o r n ) 。従って，林善左衞門家 

と源次郎家とは階層的に区別され，これら諸層の矛盾 

対立，相互滲透の運ff功を通じて「ともかぐ資本関係 

成立への過渡的状態に入る。全体としてr資本の也産 

支配 .！がすすむ。どの層の下でも， r 資本の生産支配j  

と流通支配とがあわせ行われている。」（同上）と把掘す 

るのに対し，佐々木氏はく豪農〉の商人的 • 生座者•的 

2 侧而の性格の具体的存祐形態として両林家，武居家 

を統一的に把握する。 しかし，両林家，両武屈-家を一 

つの結合体としてぐ豪農〉という性格規定を与-えるC

とは，両林家• 両武居家の経営の自立性と，その独自 

的性格よりかなり班突上困難であり，かつ,経営分出 

を必然化するものが,善左衞門家にみられるような天 

保後年から嘉永年間に至る経営の動揺•危機であると 

するならば，それでもなお，両家をぐ豪農〉として規 

定することは困難ではなかろうか。何故ならば，.く豪 

農〉としての生産者的侧面を自らの経営において発展 

対応しえず，経営分出を必然化し, 他方，坐糸.•繰綿 

の買い占め問屋にその内容を純化していぐことは，

く豪農〉の 「分解j であって，それにも拘らずく豪農〉 

として把握することは経営分出の必然性を良ら杏定す 

ることになるのではないだろうか。従ってぐ豪農〉規 

定を库々木氏が両林家，轲武居家についてまで下す*と 

するならば, 「詉訪製糸家の展開をく豪農〉の形成♦発 

展の過程として把えj る視点も問題を含むものとなら 

ないであろうか。

以上, 本書を琴木氏に対する批判を焦点として紹介‘ 
を試みたのであるが，本書の林家，武居家に関する詳 

細な整理は今後の研究に大きな貢献をなすものとはい 

えよう。その整理は矢木氏の武居代次郞家の性格規定 

に修正を求める結果を示すとはいえ，なおはしがきに 

述べられているように本書は莲礎的準備作業ともいう 

べき性格をもつ調査報告の集成であり，これまでの研 

究, 特に矢木氏に対する批判の視点も統一されず，■ま 

たその研究を乗り越える方法論が固まっているとはい 

いがたぐこの鉴礎的準備作業の上に真の共同研究の 

與染が大成されることを強く望むものである。.
(墙書拐, 昭和45年3月刊，A 5, 698頁，地名人名尜引•
年表17员，5000円）

高 山 隆 三

ク ラ メ ル 著 ‘

『計量経済学の応用』

J.S. Cramer, Em pirical Econometrics North- 
Holland Publishing Company, Amsterdam, 

1969, pp. xii, 277.

この10数年の間に公刊された計盘経済学的方法に 

紐するテキストブックの数は，初鍈♦中級•上級とり 

まぜて恐らく10数冊を超えているであろう。 これら

:の_ 物に.おける共通点は，. 主として1丨•量経済学の方法

論の体系化,自己完結的な論理の高度化にあったと云

えば云い過ぎになるのだろうか。T . ハーペルモが今

から4 分の1世紀前に「計量経済学の確率論的接近J
! を発表したとき, そうして> それから約10年後にT.

C .クープマンスとWm. C .フッドが編集した「針量(2 )
経済学的方法の研究J が出版されたとき，これらの書 

.物は計量経済学の将来における無限の可能性を約束す 

る確かな礎石のような頼もしさを感じさせたかのよう 

でちった。

経済行動め相互依存性を積極的に容認した後.経済 

現象0 観察結果としてのデータの生成機構を記述し， 

その現象を、ンきュV - トするモデルの設定に:関する基 

本的な考え方は，彼らを中心とするコウルズコミッ 'ン 
a ソ • グループによって堯展されたものであった。分 

’析の対象となる経済現象に関速してとり上げられる経 

済変量は，分析者の関心の方向によってf内生変数J 
と 「外生麥数:！の2 グループに分けられる。外生.変数 

は，その分析において経済学的な説明を与えることを 

放棄した変数である。

モデルを構成する構造方程式は，原則として，確率 

的な攪乱項を含む確率方程式であり,各内生変数がと 

る敎値は;各外生変数がとる数値を条件とする条件付 

き同時確率分布にしたがうと仮定される。この内生変 

数の同時確率分布は，各構造方程式に含まれる確率攙 

乱項の同時結合分布で表わすことができるから，この 

攪乱項？同時結合分布を「多変量正規分布」に特定化 

することによって，内生変数の結合分亦女特定化する 

ことができる。各内生変数に対する観察値のセット 

德本デ- タ）は, さきの内坐変数の同時確率（正規）分 

布にしたがづて，最も生起する確率の高いものが得ら 

れるという想定^)下に，結果として得られた標本デ一 

タを利用して，さきの同時確率を極大イ匕するような分 

布特性値（構造方程式に含まれる構造特性値)が求められ 

る。このモデルの構想は，それ自体としてはまさに優 

雅ですらあった。

しかしながら，この理想的なモデルの構想は，モデ 

ルが線型体系であり，確率攪乱項が系列相関をもたず, 
その上に極く小型である場合か，または，経済行動が 

一方的な因染垵列をもつ場合，つまり内生変数が同時

決定的ではない場合に,その実現の可能性が跟られて 

いる。これは，初期における3 ウルズゴミヅ 'ンa ン• 
グループの意図を真向がら杏定するほど厳しん、制約で 

あろぅo ： '
線型同時決定* デルに対するr認定問題」も，その 

•形式的な優雅さは》モデルの特定化における経济学的 

な意味づけとあまり関係のないものとなっている。要 

するに，計量経済学的方法論の表看板であった同時決 

定モデルに対する「同時推宠方式J の理想型，つまり 

「完全情報最尤推定法J は，侬然としてテキストブヅ 

クの要であるにも拘らず，実際には全.く利用されない 

装飾となっているのである。

最近における方法論のテキストでは，完全tw報最尤 

推宏方法に代り得る推定法による推定量の性贺，確率 

攪乱項が系列相関にしたがう場合の各猶推定散の性質 

などの吟味に主題の中心が移されてきている。しかし， 

方法論め分野における発展は,果して経済の庚証研究 

に対してどれほどの貢献をし得たと云え•るのであろう 

か。評者は，方法論の研究の発展の意義を否记しよう 

などという気はさらさらないが，実際に有効性を発_ ' 
している方法め多くが，実証分析の現場から生まれた 

ことも事卖であろう。聊か冗長ながら以上のようなま， 

えがきを置いた理由は,本書が計量経済学方法論のテ 

キストではなく，実証研究そのもののための手リ丨き街 

の性格が濃厚であることによる。

本書は，その書名の特異さからも想像できるように， 

まさに経済の実証分析0 手引き書なのである。箸者は 

序文において「……私は現在利用可能な計量経済学方 

法論 (経驗的分析への応用と相対する）のテキストへの補 

論を提供することを試みた6 ……」と，非常に控え目 

な云い方をしているが, 直ぐ後で，「……ェコノ メト 

リックスを勉強する学也は,統計的方法の適用に先立 

って，モデルの定式化がなされなければならないこと 

を知っているが，どうやってそれにとり組んだらいい 

のかを全く知らない。 丄と指摘し，— つのモデル 

が生み出されるプロセスがそれほど雄調なものではな 

く，経済理論, 統計的分析における場数と経験，それ 

に卓越した着想が相乘作用をすることを重くみている。

■—— 52 (922)

注（1 ) T. Haavelmo, “Tho Probability Approach in Econometrics,” Ecommctrica, Vol.12，Supplement, 1944 お上び 

Cowles Foundation Paper, New Series, No. 4.
(2 ) Wm. C. Hood and T.G, Koopmans ed” Studies in Economtric Method、Cowles Commission for Research in 

Economics, Monograph No.14, John Wiley & Somt Inc., New York, 1953<
■ i ,

• —  53 (923) ~
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そこで，著者はできるだけバライティ一に富んだ実証 

研究の例示に本書の大半を費やし，方法論につ’いては， 

ほんの僅かに触れているに過ぎない。これは，確かに 

一つの見識と云えよう。

本書は, 第 1寧序論，第 2章確率到着と関速事象， 

第 3章消費者行動の特性，第 4 章個人所得分布とその 

他の規模分布，第 5 章線型回帰モデル> 第 6章連立方 

程式モデル，第7 章家計収支の分析，第 8 章消費関数, 
第 9 章需喪分析，そうして第10章生產関数の全10章 

と，表およびダラッに関する親切な補注からなってい 

る。全体の構成から明らかなように,本書における主 

な関心が消費者および生産者の行動の実証分析に注が 

れていることが分かるであろう。このことは，実証分 

析の手引き書の性格上当然であると茇えよう。

第 1章では，ft•量経済学的分析の本質的性格， t m  
経済学的モデルの特徴，および経験的結果の評価に関 

する基本的な姿勢が要約されている。ある意味では，

この序論が本書における著者の実証研究への姿勢を明 

由に物語っているとも云えよう。ここではまず，計量 

経済学的モデルが，現実の一つの抽象的表示であり， 

分析め対象となる経済現象に関連して最も重要な少数 

の主要因がこ のモデルでとり扱われることになること 

が指摘される。したがって，計量経済学的モデルの設 

定 は，それによって説明しよ うとする一つまたはー逋  

の経済現象が生み出される背景の特殊性によって絶対- 
的な制約を受け るわけであり，純粋理論における自由 

な思考とは，この点でかなり異っていることに注意が 

喚起される。

著者は，多くの実証研究者が沄うように，エコノメ 

トリックモデルの設矩は一つのアートであることを認 

める。さきにも述べたように，計量経済学のテキスト 

ブックで方法を学んでも，実際の分析作業の経験がな 

い人にとっては，恐らく何から手をつけたらよいのか 

皆呂見当がつかないであろう。箸者も適切に指摘して 

いるように，いくら経済理論の広範な知識を身にっけ 

ていても，ある特走の経済现象を分析しよううとする 

とぎ，その現象に関連して主要な役割,りを果す要因が 

何であるかを的確に把握しなければ，モデルの設矩そ 

のものがおこなえないことになる。このことは，壬デ 

ルは可能なかぎり単純化されるべきであるということ 

にも繫っている。これに関速する一つの大きな困難は， 

経済行勋の多くが，相互に依在的であり，ある構造方•

注（3 ) 本迸5艮

程式に含まれる説明変数が,間接的には被説明変数に 

逆に影響を受けるという状況を想定す名必要が起るこ 

とである。そこで，ある特定の関係に分析め焦点を合 

せようとしても, 否応なしに，他の幾つかの関係を同 

時{■こ考慮しなければならなくなる。しかし,この点を 

著者は少し強調し過ぎているように思われる。著者は， 

「われわれは， これらの諳関係を勝手に鉍視すること 

ができない。意見の相違はともかぐ観察結果が生起 

する仕組みを適切に記述するためには，最小限どれだ' 
けの関係式が必要かを，個人の姿意的な選択に任せる 

べきでばなく，最終的には事実r よって決めるべきで 

ある。」と述べている。しがし，われわれは同時連立的 

な関係をどこまで広げていかなければならなI 、が つ  

ん、て，どのような事実を利用¥ きるというのであろう 

か。モデルによる説明の範囲は，むしろ分析者が造り 

出す仮説（flction) のプロ 一ジビリティ一によって画さ 

れるべきではなかろうか。. 事実，著者自身も， H. 'ン . 
ュルツの需要分析をとり上げたときには，需婆行動お 

よび供給行動の攪乱項の分散に対ずる規定（この有名な 

想定は何らの確実な証拠もなt 、）を承認しているのである。 

その他この序論には，著者の計量分析に対する基本的 

な姿勢が各所に見受けられ，非常に興深い内容をなし 

ている。

第 2 章はポアソン到着の空港における待ち時間の分 

布への適用および港における各国の船め到着数の分布 

への適用などが例示されている。ここでは，実際に生 

起する事象の分布を特定の理論分布で近似し,その近 

似度を調べるのが主題であり，I f量分析?こおいて最も 

頻繁に利用される回帰分析は当然姿を見せない。しか 

し，著者はこの種の分析法にがなりの関心をもってい 

ることが容易にうかがえる。たとえば，第 3章では， 

対数正規分布の.ェンゲル法則べの適用に,並々ならぬ 

関心を抱いていることを示している6 同様のことは，

第 4 章個人所得の分布とその他の規模分布についても 

云えそうである。

まず第3章では，主として耐久消费財の賭入決定が， 

所得の臨界値またはその財の佃i格の臨界値関述して 

なされるという基本的な想矩を置き,個人の所得がこ 

の臨界所得を超えるか，または，その商品の価格が臨 

界価格以下に下がると耐久財雕入が起こると仮宛され 

る。ゼ赉目の消费者の所得を糾その消費者にある耐 

久消費財の購入を決意させる臨界所得を伽とすると，

54 (924)

定義標識の確率変数をg,■として，

ならば

yiくyoi ならば cfi=0
によって購入期待度数を表わす確率モデルを設定する

ことができる。すなわち， 《番目の消費者が購入を決

意ずる確率は，

( 1 ) P((/i= 1  li/i= ?/) ̂  P(yo%<y) ̂ A (y; ju, a 2)
こ に ，A{y\ fi, g-)は臨界所f等加が乎均A 分散ゲ

の対数正規分布に.したがう.ことを表わしている。実際

の所得分布はVoの分布とは独立に対数正規分布する

であろうが，y o i< y iの期待度数Q(y) i%
⑵ ; ", gz)

で表わされるであろう。そこで，実際の所得階層別の

膦入度f tと所得とのクロス•セクションデータによっ

て, ⑵を対数正規確率紙に描くことができるであろう。

ここでは，自動車保有の例が示されている。クp スセ

クシa ソデ一タによる購入度数の所得弾力性係数（需

喪の所得弾力挫係敎に相当する）恥は，つぎのように表わ

される。 •
⑶ rf log [物 )]
⑶ 恥- dlog^
著者はさらにこの考え方を発展させて，経済全体で 

の所得水準と期待購入度数との関係をつぎのようにし 

て求めている。すなわち，

(4) Q(p)-J A(y; IX，a2)dA{y\ fiyt Gy)

ここに，A (y ,外，ov2) は所得分布関数,’ メ(双； ゲ） 

は臨界所得分布関数であるへ

⑷から購入度数の期待値の所得に関する変化率は， 

当該耐久財の需要の所得弾力性係数に相当することが 

分かる。すなわち，

さきに述べたように，臨界所得の分布と実際所得の分 

布が相互に独立であるとすれば，⑷はつぎのように表 

わされる。すなわち，

(6) Q=yi{l, {/J,—My),(ゲ+ びノ)}
そこで， を規準化すると，

fly -f l
•v/ov2 十

したがって，{6)はつぎのように書き換えられる。

(7) Q-N(t; 0 , 1)
そうして，

(o) * _    1 , n '̂> Q> 1)
(8) ^  M i； 0,1)

ここに, .

1' 0)==j r m t >。，1)]=iv l r 8~ ^

分散につV、て適当な情報が得られるならば，(8)によっ

て，経済全体9 ある耐久財購入の期待度数を推定する

ことができるであろう。 ■
同様のことは，耐久消費財の実際の価格と臨晁_格

との関係を利用して，耐久消费需要の価格弾力性係数

の推定にも適用されそいる。この章における手法は*
比較的新しいものであり，今後の発展が期待される。

期待購入度数と臨界値を結びつける発想は，す で ^！、

尾による労働供給行動の研究において現われている。

本書の著者もまた，この手法の有効性にかなりの期待

をかけているように見受けられる。

第4〜8 章は特にとり上げるほどの問題はなく, 各

章ともそつのない解説がおこなわれている。第7 章家

計収支の分析では，ク ロ ス セ ク 、ンョソデ一タの分析に

おいて生じ’名種々の困難の処理の仕方が，初学者の参

考になるであろう。

第 9 章需要分析では, . 商品の市場需要を例として，

認定問題を平易に解説し，進んでシュルツおよ.びフォ
( 5 )

ックスによる需要分析が例示されている。シュルツに 

よるデータの加工は，フ ォッ ク スの分析とは対照的に, 
商品の取引置（幸需喪盘）から価格以外の諸要因の影 

響を可能ながぎり取り除こうとした点で，一つの分析 

手法を提案していると云うことができよう。シュルツ 

のデータ加工の方捧そのものは，かならずしも適切と 

は云い難いが，時と場合によってみ，適宜にデータを 

加工することによって，統御された実験に代る場を造 

り出す工夫が必要となることを教えるための好適な例 

示を与えているように思われる。

第 10章生産関数では，コブ= ダグラス自身の研究， 

クラインの鉄道の結合生産関数，ヒルデブランド= リ 

A —の技術進歩を考慮した生産関数，そうして，CES 

生産関数の推定が紹介されている。特に，ヒヤデブラ 

ンド= リュ一の生産関数の推定結果について，著者は 

推定の対象となったすベての産業について収益:逋増が

沣（4 ) 小尾忠一郎「臨界所得分布による勤労家計の労働供給の分析」三01学会雑誌，第62逸1号，19册年1月， 
(5 ) H. Schultも The theory and medsurment of demand. Chicago, 1938.

K. A. Fox, Econometric analysis for public policy, Iowa Stato College Press, 1958- '

— 55(925)  —~ ~ -
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認められた点を指摘し，これが本当に技術進歩による 

ものなのか，それとも，関数の特定化によるものなの 

かについて率直に迷いが残ることを認めている。

3

全章を通じて感じることは，著者が，現段階におけ 

る実証分析の仮説のテスト方法および経験的結果の受 

け取り方に絶対の確信が持てないことを率直に認^て 

I、ることである。これは，多くの経験的研究がモデル 

の設定に当って相互に切り離せない上うな複合仮説に 

依拠していることによるのであろう。もし，モデルを 

構成する個々の仮説に対応する部分が，それぞれ独立 

にテズトされ得るならば，このような懐疑の一部は取 

り除けるであろう。 .
もう一つめ大きな:困難は，分析に利用されるデータ 

が, 本来全く別の目的のために_ 查された結果て，ある 

ために，利用对能なデータそのものに十分適合するよ 

うなデ一タ生成機構を想定することが，多くの場合， 

技術的，理論的に困難であることによる。

しかし, これらめ疑念，竭点があるにもかかわらず, 
この書物は初学者の好奇心をかり立て今ことはあって 

も，決して失望はさせないだけの魅力を備えている。 

実証分析にたずさわるものにとって，分析の対象に接 

近するプロセスは，あるときには絶望的な虚無感に捉

われ，またあるときには自分の発想，着想に満足感を 

覚える繰り返えしである。分析者は，様々の経済現象 

9 新しい局面に出会う度毎に;新レい刺戟を受ける楽 

しみがある。との楽しみは，実証研究にたずさわるも 

のだけに許された独自のものセ'あり，一度これを味わ 

ったら，恐らく棄て去ることができないであろう。

本書の著者は，この醐醍味を初学者}■匕伝えよう.とす 

る強い意図をもっていたがらこそ/ Empirical Econo
metrics という新語を造り出して，実Hit研究例を中心、 

とする本書の構成を選んだのであろう。そ 5 して，こ 

の意図はかなりの禎度に成功してい名ように思われる。 

_ 証研究例の選択にあたって，著者はつぎのように述 

ベている。「•… •わナこくしは，最初ば， 自分が確かだ 

と思うモデルや経験的結果を論じようと考えた。しか 

し，本書を書き進めてゆぐにしたがって，この「確か 

なj 点にっいて，つぎつぎに新しい慶i访をもづように 

なり，結局このr確かさj の判定は，饒者自身委ね 

ることにした。.….-恐ら <，，現段階では，強力fc她立

し得るような経験的事実の発見例の蒐集を始めるのが
( 6 )

早過ぎるのではないだろうか…“-.J
(North-Holland, 1969年, A 5 , 277頁，3,480 円）

浜 田 文 雅

注 ⑷ 本 . 8 真•
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An Econometric Model of the Demand for
. '  . i. . .

Heterogeneous Labor by Sex and by Industries (1)

by
K eiich iro  Obi 

Hirotoshi H im ta

Thd purj>ous of this pape^ is to develop a quantitative framework for analyzing demand 

for heterogeneous labor. Among the characteristics of workers, namely, age； sex, skill, and so 

on, sex is adopted as the first step of the analysis because of the fact that the wage differeixtials 

between inen and woiiien are the most apparent and universally observed phenomenon.

Some recent surveys suggest, there exists need for mechanization of production proc^ses, 

at least to some extent, in order to substitute men workers for women workers. Ba^ed on this 

information three types of production functions are introduced; i.e.,
.ノ  : _ ■ . ■ . . ■ . _
type 1-1 ；'

トト1 ) Q=bLZa L ^  1-1) am> 0 t ocf> 0

1-1-2) K : •So l- *Q

type I I - l

I I - l - l )  L~ao-\-aiQ

II-1-2)

type II-2

II-2-1) L = a 0+aiQ

1-2) siく0,

2--1) « 0> 0 ,  «x>0

-Q 2-2 ) siく0, ■くs。

3 -1 ) « o > 0 , a i > 0

I I - 2 - 2 ) 3-2)  8o>Ot 8 K 0

Making use of these types of production functions and the definition of cost, 

C = W mLm+ W fLf + rK -h dK /- i~ r K ^  

where

equations for minimizing c册t, Ct to attain given level of output, Qt are derived:

4~1)

5-1)

6-1)

:儿， 7 + 溢1！？7 丹
4—2) i4o- 4 - 3 ) ん 三 和：丁-む

5-2) B ヨ- •1
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